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農
業
委
員
会
は
、

よ
り
一
層
、

全
委
員
力
を
合
わ
せ
て
活

に
な
る
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

動
し
て
参
り
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、

今
年
７
月
は
農
業
委
員
統
一
選
挙
の
年
に
な
り

ま
す
。

委
員
定
数
の
検
討
時
期
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

　
本
年
が
、

皆
様
に
と
り
ま
し
て
ご
健
勝
で
実
り
多
い
年

切
に
考
え
て
営
農
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
生
産
性
の
高
い
農
業
の
持
続
的
発
展
を
図
る
た
め
、

当

下
落
、

輸
入
農
畜
産
物
の
増
大
、

農
業
者
の
高
齢
化
、

後

　
一
方
、

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
も
、

農
畜
産
物
価
格
の

継
者
不
足
、

消
費
者
の
安
全
安
心
志
向
の
高
ま
り
と
大
変

　
今
一
度
、

経
営
の
点
検
見
直
し
合
理
化
と
、

基
本
を
大

難
し
い
局
面
を
迎
え
て
い
ま
す
。

い
る
の
だ
ろ
う
と
感
じ
て
い
る
の
は
私
だ
け
で
し
ょ

う
か
。

　
日
頃
よ
り
、

農
業
委
員
会
の
運
営
、

活
動
並
び
に
農
業

振
興
・
発
展
に
対
し
格
別
の
ご
指
導
、

ご
支
援
を
賜
わ
り

厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
の
前
半
は
、

天
候
に
恵
ま
れ
順
調
な
作
柄
で
あ
り

ま
し
た
が
、

後
半
は
過
去
最
多
と
な
る
台
風
が
押
し
寄
せ
、

中
で
も
９
月
の
台
風
十
八
号
に
よ
る
強
風
で
は
、

農
作
物
、
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倶
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農
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委
員
会
会
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伊

達

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

営
農
施
設
、

建
物
等
に
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

　
ま
た
、

新
潟
の
地
震
も
大
き
な
被
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
皆
様
に
は
、

ご
家
族
お
揃
い
で
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

隆

　
最
近
の
気
象
は
、

世
界
的
に
「

何
か
変
」

ど
う
な
っ

て

夜明けの羊蹄山

（作井トミ子）

賀　正



　 　 　 　 　 　
馬
鈴
薯
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
対
策

一
部
助
成
が
さ
れ
ま
し
た
。

堆
肥
導
入
へ
の
助
成

緑
肥
作
物
の
種
子
代
助
成

四

地
域
水
田
ビ
ジ
ョ

ン
に
つ
い
て

○

加
工
食
品
講
習
会
の
実
施

農
協
女
性
部
等
で
行
な
わ
れ
て

通
じ
て
行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

協
議
会
へ
報
告
し
ま
し
た
。

討
会
を
設
置
し
、

結
果
を
合
併

関
係
５
町
村
農
業
委
員
会
で
検

た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

農
業
委
員
会
組
織
強
化

農
業
者
の
声
を
十
分
に
勘
案
し

○

町
村
合
併
に
伴
う
検
討

五

た
。

平
成
16

年
度
農
業
施
策

○

い
ま
す
。

た
建
議
を
行
な
っ

て
い
き
ま
す
。

一

○

土
づ
く
り
に
つ
い
て

農
業
者
の
意
見
反
映

　
今
後
も
、

農
業
者
の
意
見
を
反
映
し

か
れ
て
い
る
諸
情
勢
を
十
分
認
識
す
る

と
共
に
、

今
ま
で
以
上
の
汗
と
努
力
が

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

費
の
一
部
助
成
が
さ
れ
ま
し
た
。

○ ○○ に
つ
い
て
、

昨
年
度
の
実
施
状
況
は
次

助
成
措
置
は
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

対
抗
性
品
種
の
種
子
代
・
薬
剤

二
○

担
い
手
対
策
に
つ
い
て

認
定
農
業
者
制
度
へ
の
支
援

○

し
た
。

後
継
者
育
成
に
つ
い
て

は
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て

　
意
欲
あ
る
担
い
手
に
施
策
を
集
中
す

い
ま
す
。

 11月30日　町長へ建議書を提出しました

直
し
が
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す

が
、

２
０
０
７
年
度
か
ら
導
入
予
定
の

日
本
型
直
接
支
払
い
制
度
な
ど
、

農
政

農
業
施
策
に
関
す
る

建
議
を
行
な
い
ま
し
た

よ
う
て
い
農
業
法
人
ネ
ッ

ト
ワ

し
い
。

ほ
し
い
。

～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

農
業
生
産
法
人
組
織
化
へ
の
支
援

農
業
後
継
者
へ
奨
学
金
制
度
が

ー

ク
の
活
動
へ
支
援
が
さ
れ
ま

助
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

支
援
団
体
の
活
動
費
の
一
部
が

○

に
関
す
る
建
議
（

成
果
）

三

食
農
教
育
推
進
に
つ
い
て

な
り
ま
せ
ん
し
、

自
ら
も
今
現
在
の
置

を
大
き
く
左
右
す
る
も
の
に
な
る
と
懸

念
さ
れ
ま
す
。

農
家
が
持
続
的
に
安
定

積
極
的
に
使
用
し
て
い
ま
す
。

倶
知
安
町
青
年
団
体
協
議
会
を

○

　
一
昨
年
末
に
町
長
へ
提
出
し
た
建
議

　
食
料
、

農
業
、

農
村
基
本
計
画
の
見

 伊達会長・田職務代理・
 阿部建議小委員長・田村副委員長
 木田委員・青木委員

○

馬
鈴
薯
シ
ス
ト
セ
ン
チ
ュ

ウ
対
策

平
成
17

年
度
農
業
施
策

に
関
す
る
建
議
（

概
要
）

緑
肥
作
物
の
種
子
代
助
成

建
議
・
・
・

法
律
に
よ
り
、

農
業
委
員
会
は
、

　
　
　
　
　
　

農
業
政
策
に
つ
い
て
町
長
に
要

　
　
　
　
　
　

望
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

三

　
そ
れ
ら
を
重
点
と
し
、

基
幹
産
業
で

あ
り
ま
す
。

る
と
の
考
え
方
で
、

今
後
示
さ
れ
る
基

～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～

の
と
お
り
で
す
。

学
校
給
食
で
は
地
元
農
作
物
を

地
産
池
消
の
推
進

子
供
た
ち
へ
の
農
業
体
験

保
と
担
い
手
の
育
成
を
ど
う
進
め
て
い

　
安
全
、

安
心
な
農
作
物
の
生
産
を
す

押
し
を
願
い
た
く
建
議
い
た
し
ま
し
た
。

ま
す
。

あ
る
農
業
の
発
展
の
た
め
に
行
政
の
後

農
業
体
験
の
場
を
提
供
す
る
こ

二

担
い
手
対
策
に
つ
い
て

○

認
定
農
業
者
組
織
へ
の
支
援

の
で
、

支
援
し
て
ほ
し
い
。

認
定
農
業
者
を
組
織
化
し
た
い

レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
と
し
て
の

○

市
民
農
園
・
体
験
農
場
の
整
備

農
業
委
員

阿
部
敏
洋

薬
剤
費
の
一
部
負
担
を
し
て
欲

の
一
環
と
も
な
る
。

○

農
業
後
継
者
へ
の
研
修
制
度
充
実

○

認
定
外
農
業
者
へ
の
支
援

若
手
農
業
者
へ
海
外
研
修
等
の

機
会
を
与
え
る
こ
と
。

と
は
、

町
づ
く
り
や
食
農
教
育

一

よ
う
に
支
援
し
て
ほ
し
い
。

安
心
し
て
農
業
を
続
け
ら
れ
る

導
入
経
費
の
一
部
を
負
担
し
て

認
定
農
業
者
に
な
れ
な
い
人
も

○
土
づ
く
り
に
つ
い
て

○

景
観
緑
肥
を
含
め
た
助
成
を
。

堆
肥
導
入
へ
の
助
成

本
計
画
い
か
ん
に
よ
っ

て
は
、

先
行
き

土
に
触
れ
る
機
会
の
な
い
人
に

し
た
経
営
を
営
め
る
政
策
で
な
け
れ
ば

情
報
提
供
や
研
鑽
の
場
と
し
て

く
か
、

更
に
は
消
費
者
と
の
交
流
も
積

消
費
者
と
農
業
者
の
交
流
に
つ
い
て

極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ

必
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

る
た
め
に
は
、

基
盤
で
あ
る
土
作
り
が

永
遠
の
テ
ー

マ
で
あ
り
、

後
継
者
の
確



・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・

用）という方法もありますが、農家以外の人は、農地を買うこともでき

ません。　　（一部例外もあります。詳しくは農業委員会事務局へ）

　
今
後
と
も
、

農
業
行
委
員
会
は
皆
様
の

　
農
作
物
、

住
宅

　
倶
知
安
町
、

農
協
に
は
、

早
速
対
応
を

驚
か
さ
れ
ま
し
た
。

等
の
被
害
、

特
に
農
業
用
施
設
の
被
害
が

る
多
額
の
費
用
を
思
う
と
同
じ
農
業
者
と

し
て
心
痛
み
ま
す
。

大
き
く
、

建
て
替
え
や
修
理
な
ど
に
か
か

い
た
だ
き
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

へ
被
害
報
告
を
行
な
う
と
共
に
、

融
資
等

　
紙
面
の
都
合
上
、

全
て
を
お
伝
え
で
き

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

努
力
し
て
き
た
つ
も
り
で
居
り
ま
し
た
が

研
修
を
受
け
、

改
め
て
農
業
の
深
さ
と
現

農業委員　足立眞一

てもらいました。

　代表者のお話を聞き、その新しい発想に私

な
い
の
が
残
念
で
す
。

っている(有)メロディーファームを見学させ

委員会、北海道農業研究センターなどを視察

能性は、「農家自らの工夫で引き出せ

ードで行なわれており、次々と製品化

されておりました。我々農家にとって

て、心強いかぎりで励みになります。

　この研修を通して、農業の未来と可

　
昨
年
は
、

今
ま
で
に
無
い
ほ
ど
多
く
の

地が広がって見事な光景でした。

　十勝地方の清水町農業委員会、芽室町農業

中
心
に
大
被
害
を
受
け
ま
し
た
。

害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。

よ
り
非
常
に
大
き
な
被
害
が
出
ま
し
た
。

道内視察研修レポート

　一方、農業研究センターでは、新し

い品種の開発、育成が非常に早いスピ

たとえその土地が、現在使われていなくても、耕せば畑に戻せる場合は

農地とみなされます。

その土地は、数年前まで畑でした

　

って家を建てたいのですが。
Q

農地に家を建てることはできません。

力
に
な
れ
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

会
長
職
務
代
理
者
　
　

田
　
修

台
風
が
日
本
を
襲
い
、

各
地
で
大
き
な
被

の
支
援
を
要
望
い
た
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、

十
月
に
は
、

新
潟
中
越
地
震
に

　
倶
知
安
町
で
も
、

九
月
八
日
に
上
陸
し

　
被
災
さ
れ
ま
し
た
皆
様
に
お
見
舞
い
を

長
ほ
か
四
名
で
全

　
調
査
の
結
果
、

個
人
で
対
応
で
き
る
範

被
害
の
大
き
さ
に

状
を
認
識
し
ま
し
た
。

つ
い
て
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

農
業
委
員
　
鈴
木
芳
幸

流
動
化
の
た
め
に
良
い
畑
づ
く
り

そ
う
か
病
予
防
と
適
正
輪
作

講
師

辻
　
専
門
普
及
員

知
安
町
に
置
い
て
い
ま
す
。

　
昨
年
七
月
十
六
日
に
、

各
町
村
の
農
業

　
農
業
の
プ
ロ
と
し
て
自
分
な
り
に
勉
強

囲
を
超
え
て
い
る
と
判
断
し
、

関
係
機
関

有
機
物
含
量
と
収
量
の
関
係

　
中
後
志
地
区
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

○

町
調
査
に
出
向
き

　
当
農
業
委
員
会

申
し
上
げ
ま
す
。

倒壊した農業施設

で
は
、

翌
日
に
会

との思いを強くしました。

農地法Q&A

されました。ここでは、経営の効率化を求め

　農業形態の変化に付いて行くために

るのでは？」と前向き思考で行きたい

～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～・～

硬
盤
層
位
置
と
経
済
性

ｐ
H
と
ｙ
1
の
関
係

　また、機械利用を受託作業に置き換え、賃

金換算するなどして、余剰労働力による遊休

台
風
被
災
お
見
舞
い

さらに若い世代の考え方を経験者がサポート

その特色を日頃より研究し大きな視野

で業務に当たる必要性を感じました。

　芽室町では、隣接都市との価格差にも苦慮

委員活動も大変さを増しています。

し意見交換をしてきました。

た
台
風
十
八
号
が
直
撃
し
、

農
業
関
係
を

するという形で地域集積を行なっていました。

　清水町では、共同体として農業経営を行な

が現在は草が生い茂っています。
A

農家が自分の家や納屋などを建てる場合は、転用（農地を農地以外に使

輪
作
と
計
画
的
な
石
灰
施
用

輪
作
＝

淋
作
な
ん
て
言
わ
せ
な
い

講
師

樫
田
　
所
長

輪
作
体
系
の
遵
守

離
農
予
定
者
こ
そ
土
づ
く
り
を

知り合いの農家から畑の一部を買

計
画
的
な
土
壌
改
良

土
地
の
流
動
化
へ
の
問
題
提
起

委
員
・
職
員
百
余
名
が
倶
知
安
町
に
集
ま

適
正
輪
作
と
農
業
所
得

り
研
修
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
山
麓
地
区
農
業
委
員
会
協
議
会
は
、

羊

蹄
山
麓
７
町
村
で
組
織
し
、

事
務
局
を
倶

○
達も、もっと学ばなければいけないと気づか

　地域により色々な問題を抱えており、農業

か
ら
講
師
を
お
招
き
し
、

今
後
の
農
業
に

農地解消に努めていました。

しており、倶知安町では考えられない問題が

あることも分かりました。

　バスで６時間。日勝峠を越えると広大な農
山
麓
地
区
農
業
委
員
研
修
会
に
参
加
し
て
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　６月9～11日

農地等利用調整会議（２班）

第１０回　総会

第８回　総会

第７回　総会

建議特別小委員会

農地等利用調整打合会議（２班）

台風１８号被害に関する緊急要望

主要農作物の育成状況調査

留萌市農業委員会視察来庁

建議特別小委員会

遠軽町農業委員会視察来庁

農地委員会

農地等利用調整会議（１班）

現況証明願に係る現地調査（２班）

台風１８号による被害状況調査

現況証明願に係る現地調査（１班）

第９回　総会

現況証明願に係る現地調査（４班）

１０月２７日

（平成１６年5月～１１月）

現況証明に係る現地調査（４班）

研修視察（清水町・芽室町）

５町村合併に関する検討会

５町村合併に伴う検討会

第５回　総会

現況証明願に係る現地調査（２班）

地区別農業委員等研修会

山麓地区農業委員会協議会研修会

第６回　総会

せ
合
わ
せ
や
視
察
が
来
る

　
先
日
、

地
元
小
学
校
か

編
集
後
記

　
昨
年
発
行
し
た
農
業
委

総
会
の
様
子

員
会
だ
よ
り
に
は
、

問
い

農地委員会

的
な
食
文
化
を
将
来
に
伝

た
だ
き
、

特
産
品
の
じ
ゃ

ら
、

地
域
の
風
土
と
歴
史

に
根
ざ
し
た
農
業
と
伝
統

て
交
流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
、

第１１回　総会

が
い
も
を
使
っ

た
料
理
の
講
師
を

な
ど
、

町
内
外
か
ら
沢
山

の
反
響
が
あ
り
ま
し
た
。

　
編
集
委
員
と
し
て
、

色

々
と
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

１１月２９日

せください。

１１月２２日

農業委員会活動報告

　政策支援年金に加入する

②

③

　８月１２日

１０月１９日

要請活動

建議特別委員会

１０月２２日

眞

一

え
た
い
と
い
う
お
話
を
い

務
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
囲
ま
れ
、

消
費

者
と
農
業
者
の
「

架
け
橋
」

と
し

　
今
後
と
も
、

皆
さ
ん
声
を
紙
面

め
ら
れ
て
い
る
中
、

子
供
た
ち
や

　
人
づ
く
り
、

地
域
づ
く
り
が
求

い
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い

感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

めた時からです。

《　政策支援年金とは　》
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産環境整備事業」として着工しました。

いように、適切な管理及び処理をしなければならな

　法律の主旨は、家畜糞尿等で環境問題が発生しな

いとされています。

の野積みを解消すべく、すぐに「資源リサイクル畜

「家畜排泄物法」完全施行

　牛馬は１０頭以上、豚であれば200頭以上、鶏は

作
り
に
反
映
し
て
参
り
た
い
と
思

足

立

東

本

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
（

東
本
）

編

集

委

員

作

井

伊

達

ト
ミ
子 隆

千
枝
子

　５月２８日

　７月２６日

　少ない掛け金で、より

多くの年金を受け取るこ

１０月２９日

１１月　８日

１１月１５日

年金に上乗せして加入す

る「公的年金」です。

策支援年金は、年金保険

　農業者年金に関する

ご質問は、農業委
とができます。

　年金を受け取るのは、

60歳以上で、農業をや
へお気軽にお問い合わ

を結んでいること。

青色申告を行なってい

ること。

認定農業者または認定

就農者と家族経営協定

料の一部を国が負担する

制度です。

　農業者年金のうち、政

１１月２２日

を受け取るために、国民

認定農業者または認定①

していることが必要です。

就農者であること。

2000羽以上を飼育する者が該当します。

　８月１８日

　８月２７日

倶知安町堆肥利用組合組合長

　８月２５日

　８月２３日

　６月１８日

　４年を掛け、１６棟の堆肥舎等が造られました。

　今後、適正に処理された良質な堆肥が、クリーン

農業の一端を担うことになります。

　違反すると罰金５０万円の量刑が科せられます。

　倶知安町は、観光地でもあり、景観を損ねる堆肥
　８月　２日

１０月１２日
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農業委員　安達　進

　この法律は、平成１１年に成立し、5ヶ年の猶予

期間の後、平成16年１１月より施行されました。

　６月　４日

サラリーマン並みの年金

政策支援年金に加入しませんか?

農業者年金についてのお知らせ

ためには、次の要件を満た

　農業者年金は、農家が

《　加入方法は　》

１０月２１日

１０月１８日

　９月１６日

　９月　９日

　９月２７日

１０月１３日

　７月２６日

　７月１６日

　６月２８日

　６月２１日




